
令和８年熊本地震に係る
長野県災害支援県民本部 第１回本部員会議

１ 開 会

２ 趣旨説明(危機管理監)

３ 議 事

(1) 長野県災害支援県民本部について（資料１）

(2) 熊本県の状況について（資料２）

(3) 県内からの支援の検討状況について

ア 現在、把握できている支援の状況について（資料３）

イ 構成員からの追加説明

(4) 本部長依頼事項

４ 閉会

日時：令和８年７月31日 16時～ 
場所：災害対策本部室（web併用）



長野県危機管理部

【趣旨】
県外での大規模災害発生時に、統一的な支援体制を構築し、市町村等と迅速な対応をとれる体制とする
（地域防災計画にも位置づけ）

【今後】

【背景】
 ・ 令和６年能登半島地震にて復興支援県民本部を設置したことを踏まえ、令和７年４月 支援本部の
規定を本県として初めて制度化

〔設置の考え方〕
本部長：知事 副本部長：副知事
構成員：部局長・市町村・関係団体
・複数の都道府県で被害（全国知事会緊急広域災害
対策本部 設置時）（例：東日本大震災・能登
半島地震クラスの災害発生）
・「対口支援」による支援を行う場合
・知事が必要と認める場合

長野県災害支援県民本部

〔設置の考え方〕
本部長：危機管理監
構成員：県庁内課室長
・中部・関東ブロックの都県に
震度６弱以上の地震、大雨特別警報、
それらと同程度の災害等が発生
・危機管理監が必要と認める場合

災害対策支援連絡室

本日
11時
改組

行政・民間・ＮＰＯ等、官民の総力を挙げて
被災地を支援する必要があるときには「支援県民本部」を設置し、息の長い支援を実施

長野県災害支援県民本部の設置 資料１



熊本県の状況について
熊本県令和8年熊本地震に係る災害対策本部会議資https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/222/274487.html 抜粋

資料２

長野県危機管理部



熊本県令和8年熊本地震に係る災害対策本部会議資https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/222/274487.html 抜粋



宇城市総括支援チーム（福岡市）との中部ブロック各県との情報共有会議 議事録

【宇城市の体制】

○ 宇城市役所職員は疲弊が見られる。管理職の方も物資支援に回っており、外部から一挙にマンパワーを投入し

て市の職員に本来の対策本部業務に当たっていただきガバナンスを回復させることが重要なのではないか。

○ したがって、福岡市は明日8/1から物資支援と避難所運営に出来る限りの応援を行う。

○ その結果を見て、まだ足りない部分を中部ブロック各県の皆様に埋めていただきたい。

【この先の派遣】

○ 物資と避難所運営の支援が重要。罹災証明等他のニーズもあるが実施体制の構築と必要人数の精査が必要。

【宇城市内のインフラ】

○ インフラの問題点は水。復旧作業はまだこれから。

○ 電気は概ね復旧しておりエアコンは使えるが、トイレが使えない施設が多い。

○ 道路被害は軽微で、福岡市から宇城市には3時間半で移動できている。ただし渋滞が常態化している。

○ 市内で営業しているガソリンスタンドが限られることと、車中泊でニーズが増していることからガソリンスタ

ンドは混雑。

○ コンビニは営業しているが品薄。南にいくほど顕著。熊本市の近くなら店は通常通り。

【避難所・物資拠点】

○ 段ボールベットが避難所にまだ無いが、熊本県と調整して3000台発注済。課題は物資の不足では無く組み立て、

荷捌きの人員が足りないこと。

○ トイレカーが集まりつつあり、台数はどんどん増えてきているが。今後の課題が汲み取り。

○ 避難所はクーラーもついているが、クーラーのある部屋に避難者が密集しているため効きが悪い。

○ 物資拠点は市役所近傍に１箇所のみ。ただし、一部物資がうまく流れていないため、前進拠点の検討もしたい。

７月31日11:30～12:00実施 以下 福岡市の総括支援員からの情報



KVOAD令和８年熊本地震 第２回会議 議事録 https://www.kvoad.com/p/hinokuni.html 抜粋



KVOAD令和８年熊本地震 第２回会議 議事録 https://www.kvoad.com/p/hinokuni.html 抜粋

項目 発言

ボランティアセン
ター

11ヵ所災害VC設置見込み
熊本市 社協・行政で災害VC立ち上げをするか通常VCで対応するか協議中
本所と南区事務所サテライトで実施予定
八代市 7/29設置。活動開始日は未定。鏡町武道場等
宇土市 断水の状況が解消してから開設見込み 旧教育委員会
宇城市 8/1開所 ビジネスサポートセンター 活動開始日は調整中

①在宅避難者 困り事把握が必要

②避難所(トイレ等) レスキューストックヤード：
御船町。指定避難所7か所。50人程度。電気は通っているため、家に戻り始めている。
断水は広範囲。水の濁りか全然でない。断水地域が特定できていない模様。自衛隊、民
間からの水支援は入っている。カルチャーセンターに給水車、民間のペットボトル配布
等あり。避難所は雑魚寝、食事提供されておらず、各自で調達している状況。移動手段
がない場合は近隣から分けてもらっている等。避難所統合されるタイミングで環境整備
必要。
家がぐちゃぐちゃで寝場所確保できない人等が避難している。災害VCが開始すると解消
されていくだろう
熊本県DWAT：
八代、宇城、氷川に昨日朝から入っている。避難所を回っているが、高齢者が多い。段
ボールベッド、パーテーションなし。早急に環境整備必要。食事は少しずつ物流が動い
てきて、よくなってくるだろう。要介護者も多く、おむつ類も足りないところもある。
全社協、県社協、県と協議しつつ対応検討する。

③車中泊 トヨタ自動車：
車中泊避難ヘルプBOOK 車中泊避難のポイント、リスクや対処法をまとめた冊子です。 
https://www.toyota.co.jp/jpn/sustainability/social_contribution/tdrs/common/pdf/td
rs_emg-helpbook.pdf

参考資料



項目 発言

④要配慮者(こども/手話
通訳/外国人)

DMAT：おむつを換える場所がないと避難所に相談したところ、部屋確保が難しい
とのことで、室内テントを持参し避難所運営者了解のもと設置した。
高齢者が多い避難所で子どもニーズを訴えておられるようだが、声として届いてい
ない模様

⑤食事 KVOAD：生協くまもと：
キッチンカーと災害支援車両の件、コープおおいたから支援したいという声があっ
た。氷川町社協とつながった。8月3日から8月9日まで、朝昼晩、7日合計7350食提
供予定。

⑤ペット 日本レスキュー協会：
県獣医師会で一時預かりができる病院のリストをまとめておられる。
宇城市、氷川町で車中泊やペットがいるから避難所に入れない世帯と接触している。
ペット世帯は全世帯の3割といわれている。避難者数からみると、かなりの数のペッ
ト世帯がいる。一時預かりで進めていただいているが、それだけでは追い付かない
ため、避難所に入れていくことを考えないとならない。

⑥応急危険度判定 熊本県建築士会宇城支部：
応急危険度判定要請について、正式な要請はまだですが確認したところ熊本県建築
士会より会員への呼びかけを進めているようです。 期間は8/1～8/15の予定のよう
です。それ以外の情報については正式な要請待ちです。明後日からを予定している
ことから明日中には来るのではと思います。

KVOAD令和８年熊本地震 第２回会議 議事録 https://www.kvoad.com/p/hinokuni.html 抜粋参考資料



２ 市町村における支援実施（7/30時点）

団体 内容 備考

チームながの
（県・市町村）

職員の応援派遣（避難所運営に従事）
長野県：４名 松本市：２名、安曇野市：２名、中野市：１名、飯山市１名
県庁からの出発：８月２日AM７時半県庁で実施（予定）

DMAT
（災害派遣医療
チーム）

熊本県保健医療福祉調整本部等での指揮調整要員として、県内からDMAT
コーディネーター３名を派遣（医師２名、看護師１名）
派遣期間：７月31日～8月11日
※熊本県からの要請を受け、厚労省DMAT事務局において派遣調整を実施中

長野県 ７月31日（本日）より県庁、県合同庁舎及び信州首都圏総合活動拠点
（銀座NAGANO）にて義援金の受付を開始

県内からの支援の検討状況について 資料３

団体 内容 備考

御代田町 ・(一社)助け合いジャパンから要請があればトイレトラックを派遣予定

佐久市 他 ・７月31日(金)から「活力ある地方を創る首長の会」会員の八代市へ同会員

の佐久市等から物資支援を実施。物資は飲料水、おむつ、生理用品を予定

南相木村 ・要請があればトイレカーの派遣予定

１ 長野県等における支援実施（予定）
長野県危機管理部



３ 各団体支援実施状況

団体 内容 備考

N-NET ・7月31日(金)開催のJVOAD会議に参加し、情報収集
・8月3日(月)～５(水)に県社会福祉協議会とともに現地視察し、KVOADと
支援の要否について調整予定
・「信州災害支援寄付基金」積立の周知を実施

防災士会
長野県支部

・8月2日(日)に日本防災士会全体会議を開催し、支援について検討

長野県経営者協会 ・協会加盟企業から義援金募集予定

長野県みらい基金 ・7月29日(水)からボランティア団体等への支援の財源となる「令和８年
熊本地震災害支援基金」の募集開始

日本赤十字社
長野県支部

・7月31日(金)から日本赤十字社で「令和８年熊本地震災害義援金」受付
開始予定

県内からの支援の検討状況について 資料３

（7/30時点）
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